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津波被災農地における雑草植生変化とコウキヤガラ発生リスクマップ 

―震災復興関連技術― 

古川農業試験場 

 

１ 取り上げた理由 

東日本大震災の大津波により瓦礫や泥土が流入し耕作管理が不能となった農地では，様々な雑

草が繁茂し，復旧後の営農に影響を及ぼすことが懸念された。また，従来から沿岸部の水稲作で

問題となっていたコウキヤガラの分布拡大も危惧された。そこで，被災農地における農地復旧に

伴う雑草植生の変化を明らかにし，さらに，コウキヤガラの分布と震災前後に整備された農地情

報（GISデータ）との関係からコウキヤガラの発生リスクを予測した地図を作成したので参考資料

とする。 
 

２ 参考資料 

１）被災年（平成23年）に休耕田を中心に繁茂したイヌビエや畦畔部のシロザ等は，復旧工事の進展，

水稲作付けの再開および休耕農地の除草剤散布等により，翌年（平成24年）は概ね減少している（表

１）。イヌビエの発生は被災当年より翌年で少ない傾向は確認されたが，圃場の立地条件との関

係は明確ではない（表２）。 

２）コウキヤガラについては作付再開された圃場も含めて被災地圃場内での出現率はさほど減少してい

ない（表１）。コウキヤガラの発生には圃場整備状況や被災程度が大きく影響しており，区画（圃

区）面積が小さく，用水路が整備されているが排水不良で，津波による堆積土砂が厚く，地盤

沈下量が著しい地域ほど出現率が高い（表２）。 

３）津波被災農地全域のGISデータと，被災当年・翌年のコウキヤガラの分布調査を基にした多

重ロジスティック回帰モデルを作成し，コウキヤガラの発生確率を予測するリスクマップを作

成した（図１）。 

 

３ 利活用の留意点 

１）モデル作成に用いた雑草植生データは宮城県内の津波被災水田にて平成23・24年の2カ年に

のべ85地点（南部沿岸41地点，北部沿岸44地点）で行った調査の結果である。 

２）コウキヤガラの発生リスクマップは，今後の農地復旧過程の耕地管理および営農再開後にお

けるコウキヤガラの広域的防除計画に活用できる。 

３）図１に示したリスクマップはGoogleEarth®にて表示可能なKmlファイルにて下記UPLアドレス

にて提供している。   http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/hk-nousi/kenkyuseika.html 

 

 

             （問い合わせ先：古川農業試験場水田利用部 電話0229-26-5106） 

 

 

 

４ 背景となった主要な試験研究 

１）研究課題名及び研究期間 

a 津波被災水田の実態調査と除塩法・栽培管理技術の確立    平成23～24年 



２）参考データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 津波被災農地におけるコウキヤガラ発生のリスクマップ 

注）表２に示した変数群からステップワイズ法によりモデル精度が最大となる説明変数を選択し作成した下記の多重

ロジスティック回帰モデルを用い，県内津波被災農地全圃区に対してコウキヤガラ発生確率（p）を算出した。 

    p=1/[1+exp{-(b1X1+b2X2+b3X3+b4X4)}] 

 ただし，X1：圃区面積，X2：用水路整備評価ランク，X3：排水評価ランク，X4：堆積土砂厚，各係数bの値は下記の

とおり。b1：-0.044，b2：-2.024，b3：0.621， b4：0.282 (モデル精度 AIC：75.4，判別的中率：82.35%) p値

の度数分布を四分し，確率（リスク）が低い順にRiskRankを1(p<0.03)，2(p<0.17)，3(p<0.5)，4(p<0.97)とし

た。 



注）出現率は20%以上を橙、40%以上を赤；前比増加率は0.8以下を青、1.2以上を赤で示す。

「継続」は2カ年の継続調査圃場、「新規」はH24年のみの調査であることを示す。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1 被災農地における草種構成の変化 

継続 新規 継続 新規 圃場内 畦畔

ｲﾈ科 ｲﾇﾋﾞｴ 85 54 19 9 8 14 0.23 0.14
ﾉﾋﾞｴ 4 8 38 14 15 23 10.00 2.00

ﾀｲﾇﾋﾞｴ 4 0 19 23 0 0 5.00 -
ﾒﾋｼﾊﾞ 35 65 12 0 19 14 0.33 0.29

ｴﾉｺﾛｸﾞｻ 15 35 0 0 8 14 0.00 0.22
ﾖｼ 0 19 0 14 12 18 - 0.60

ｵｵｸｻｷﾋﾞ 4 0 4 5 8 0 1.00 -
ｷｸ科 ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ 23 38 15 14 23 14 0.67 0.60

ﾖﾓｷﾞ 8 35 0 0 23 9 0.00 0.67
ﾀﾝﾎﾟﾎﾟ 8 27 0 0 4 0 0.00 0.14
ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ 8 0 4 0 0 0 0.50 -

ﾖﾒﾅ 0 27 0 0 4 0 - 0.14
ｵｵﾌﾞﾀｸｻ 4 12 0 0 8 5 0.00 0.67

ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ｺｳｷﾔｶﾞﾗ 35 12 31 14 8 9 0.89 0.67
ﾀﾏｶﾞﾔﾂﾘ 35 0 15 5 0 0 0.44 -

ﾎﾀﾙｲ 4 0 15 23 0 0 4.00 -
ﾏﾒ科 ｼﾛﾂﾒｸｻ 0 12 4 0 31 18 - 2.67

ｸｻﾈﾑ 12 12 0 0 12 14 0.00 1.00
ｱｶﾂﾒｸｻ 4 4 4 5 8 9 1.00 2.00
ﾂﾙﾏﾒ 4 12 0 0 12 9 0.00 1.00

ﾀﾃﾞ科 ｷﾞｼｷﾞｼ 4 23 4 0 15 5 1.00 0.67
ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ 8 12 12 9 0 5 1.50 0.00

ｱｶｻﾞ科 ｼﾛｻﾞ 38 62 15 0 15 5 0.40 0.25
ｱﾌﾞﾗﾅ科 ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ 4 8 0 0 0 0 0.00 0.00

ｾﾘ科 ｾﾘ 4 0 4 9 8 0 1.00 -
ﾅｽ科 ｲﾇﾎｵｽﾞｷ 8 15 4 0 4 5 0.50 0.25

ｵｵﾊﾞｺ科 ｵｵﾊﾞｺ科 4 50 0 5 12 5 0.00 0.23
ﾂﾕｸｻ科 ﾂﾕｸｻ 8 12 4 0 15 14 0.50 1.33

ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科 ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科 23 0 4 0 0 0 0.17 -
ﾐｽﾞｱｵｲ科 ｺﾅｷﾞ 12 0 4 0 0 0 0.33 -
ﾐｽﾞｱｵｲ科 ﾐｽﾞｱｵｲ 0 4 8 9 0 0 - 0.00
ｵﾓﾀﾞｶ科 ｵﾓﾀﾞｶ 8 0 4 5 0 0 0.50 -
ﾄｸｻ科 ｽｷﾞﾅ 0 35 0 0 19 9 - 0.56
ｶﾞﾏ科 ｶﾞﾏ 4 4 15 14 0 0 4.00 0.00

26 26 26 22 26 22

3 - 14 16 － －

H24/H23
前年比

継続調査圃圃場内 畦畔

うち作付け圃場数

H24

出現率（％）
7～8月調査

科名 種名

H23

圃場内 畦畔

調査地点数



注）コウキヤガラ・イヌビエの発生の有無を目的変数，調査地点の地勢・圃場

整備・被災程度・管理等に関する要因を説明変数Xとした下記の多重ロジ

ステｨック回帰モデルにおいて，最尤法により推定した係数bの値を示す。 

 p=1/[1+exp{-(b1X1+b2X2+b3X3+…+bnXn)}] 

  係数は+：10%，*：5%，**：1%水準で有意であることを示す。 

地勢データは国土交通省公表「標高・傾斜度3次メッシュ第1.0版」「河

川第2.0版」「海岸線 第2.0版」を基に算出，面的整備データは東北農政

局提供「農業基盤情報基礎調査」，被災程度は宮城県土地改良事業団体

連合会提供の「水土里情報システム津波被災農地情報」10haメッシュ被

害状況調査の値を用いて調査地点毎に算出した値を用いた。 
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表２ 各種圃場条件が草種別発生確率に及ぼす影響 

係　数 係　数

標高値 m（1kmメッシュ） -0.05 -0.01

最大傾斜角 度（1kmメッシュ） -0.14 0.13

海岸線距離 km（最近接点） -1.02 -0.34

主要河川距離 km（最近接点） 0.39 0.64

区画面積 ha（圃区図測面積） -0.07 * -0.01

区画形状区分 1：1ha以上～9：不整合 -0.09 0.27

農道 1：完備幅員4m以上～3：不備 0.18 -0.45

用水  1：管水路、2：開水路、3：不傭 -2.49 * 0.65

排水
 1：4時間排水70cm深～

6：排水不良 0.68 + 0.32

堆積土砂厚 m 0.35 ** 0.00

電気伝導率 S/m -0.17 0.77 +

沈下量 m -10.24 ** 1.28

非選択性除草剤 0：無　1：有 -2.06 -0.77

土壌攪拌 0：無　1：有 0.15 0.51

作付け 0：無　1：有 0.34 -0.15

日（2011/3/11起点） 0.00 -0.01 **

AIC

判別的中率

83.45 93.19

コウキヤガラ イヌビエ

0.89 0.85

変　数 単位・レンジ

被災後日数

モデル精度

面
的
整
備

地
勢

被
災
程
度

管
理


